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人 口 と世 帯 数

男　　5.845人

女　　6.067人

計　11.912人

世帯数　2.6

48.12.1 現在

年
頭
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す

町
長

佐
藤
善
右
工
門

昭
和
四
十
九
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹

ん
で
皆
様
に
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

昨
年
は
史
上
ま
れ
に
み
る
、
世
界
的

異
状
干
ば
つ
に
見
舞
わ
れ
．
稲
作
を
は

じ
め
各
種
農
作
物
に
非
常
な
傷
手
を
被

む
り
ま
し
た
．

ま
た
、
中
近
東
で
は
度
重
な
る
ハ
イ

ジ
ャ
ッ
ク
事
件
が
起
り
、
遂
に
は
中
東

戦
争
の
影
響
が
石
油
危
機
と
な
っ
て
．

わ
が
国
の
経
済
に
大
き
な
混
乱
と
打
撃

を
受
け
る
結
果
と
な
り
．
激
し
い
変
動

が
続
い
て
お
り
ま
す
事
は
．
御
承
知
の

と
お
り
で
あ
り
ま
す
．

こ
の
様
な
中
で
私
は
町
長
就
任
以
釆

、
早
や
一
年
余
を
経
過
い
た
し
ま
し
た

（
次
頁
に
つ
づ
く
）



が
、
公
約
の
実
現
の
た
め
、
当
初
予
算

に
盛
り
込
み
ま
し
た
重
点
事
業
の
推
進

に
鋭
意
努
力
を
重
ね
る
と
共
に
、
そ
の

他
の
町
政
の
当
面
す
る
諸
問
題
の
解
決

に
懸
命
の
努
力
を
尽
し
て
参
り
ま
し
た

幸
い
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
お
蔭

様
を
も
ち
ま
し
て
。
町
造
り
の
基
礎
と

な
る
道
路
整
備
を
は
じ
め
、
町
政
は
順

詞
な
推
移
を
み
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
農
業
の
基
盤
整
仰
を
計
る
た

め
の
県
営
圃
場
整
爾
事
業
も
四
十
八
年

度
よ
り
調
査
費
が
つ
き
、
県
に
お
い
て

は
作
業
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
川

内
の
湛
水
防
除
事
桑
も
実
施
で
き
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
様
な
一
進
の
農
業
施
策
の
一
環

と
し
て
。
農
村
地
域
工
業
導
入
促
進
法

の
指
定
も
受
け
、
こ
の
地
域
に
企
業
の

誘
致
を
計
り
、
一
社
は
す
で
に
用
地
買

収
も
完
了
す
る
な
ど
、
着
々
と
進
ん
で

お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
一
方
、
異
状
渇
水
と

新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
エ
事
に
よ
る
湧
水
の

枯
渇
な
ど
、
か
ん
が
い
用
水
や
飲
用
水

等
で
深
刻
な
地
城
や
、
高
進
道
路
建
設

工
事
や
関
進
道
路
工
事
な
ど
で
、
大
き

な
迷
惑
の
振
り
か
か
っ
て
い
る
地
域
の

方
々
も
あ
り
、
町
と
い
た
し
ま
し
て
も

八
方
努
力
を
重
ね
て
来
て
い
る
所
で
あ

り
ま
す
。

今
年
は
、
石
油
制
限
に
端
を
発
し
た

各
種
の
品
不
足
、
物
価
の
昂
騰
の
中
で

政
府
に
お
い
て
も
公
共
事
業
の
抑
制
が

指
示
さ
れ
、
起
債
の
制
限
等
町
財
政
に

も
、
良
い
材
料
は
見
当
ら
ぬ
状
勢
で
あ

り
ま
す
が
、
公
約
実
現
の
目
標
に
向
い

邁
進
し
て
行
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
、
本
年
も
倍
旧
の

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
様
、
お
願
い
致
し

ま
す
と
共
に
、
皆
様
の
前
進
の
栄
光
と

御
一
家
の
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
年
の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す

阿
津
加
志
林
道

四
月
に
全
線
開
通

阿
津
加
志
林
進
の
建
般
は
、
高
速
道

路
の
関
連
事
業
と
し
て
、
昭
和
四
十
六

年
度
。よ
り
進
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
昭

和
四
十
八
年
度
は
一
般
県
単
事
業
と
し

て
行
な
わ
れ
ま
す
。

工
事
請
負
者
は
、
昨
年
同
様
福
島
市

宮
下
町
の
（
株
）
古
俣
工
務
店
が
六
百

九
拾
万
円
で
落
札
し
ま
し
た
。

工
期
は
本
年
一
月
よ
り
三
月
末
日
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
林
進
は
、
昭
和
四
十
八
年
度
工

事
を
も
っ
て
全
線
開
通
と
な
り
、
林
道

水
晶
森
線
と
原
町
線
の
二
線
に
連
絡
し

沿
線
一
帯
の
森
林
資
源
の
開
発
と
地
城

の
開
発
に
、
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

”
物

を
大

切

に

”

限
り
あ
る
資
源
で
豊
か
な
生
活
を

私
た
ち
の
生
活
は
、
こ
の
数
年
の
間

に
大
き
く
変
り
ま
し
た
。
「
消
費
は
美

徳
」
「
使
い
捨
で
の
時
代
」
な
ど
と
の

風
潮
に
物
（
資
源
）
は
い
く
ら
で
も
あ

る
と
鎖
覚
さ
え
お
こ
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
世
界
的
な
資
源
不
足
は
、
輸

入
に
た
よ
る
資
源
の
乏
し
い
日
本
に
と

っ
て
、
現
在
も
そ
し
て
将
来
に
お
い
て

も
非
常
に
厳
し
い
情
勢
で
あ
り
ま
す
。

と
り
わ
け
最
近
の
石
油
不
足
は
、
深

刻
な
国
民
的
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す

国
で
は
今
、
国
民
に
資
源
節
約
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

福
島
県
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
消
費
行

動
を
反
省
し
「
限
り
あ
る
資
源
で
豊
か

な
生
活
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
県
民

総
ぐ
る
み
の
資
源
節
約
運
動
を
、
昨
年

十
二
月
三
日
よ
り
展
開
し
て
お
り
ま
す

私
た
ち
も
物
を
大
切
に
し
て
、
こ
の

乏
し
い
資
源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
に

使
う
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
協
力
し
ま

Ｏ
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
電
灯
の
つ
け
ぱ

な
し
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

Ｏ
コ
タ
ツ
、
電
気
毛
布
、
冷
蔵
庫
、
洗

た
く
機
、
掃
除
機
、
ア
イ
ロ
ン
な
ど

の
電
気
機
器
を
効
率
的
に
使
い
ま
し

Ｏ
街
路
灯
、
門
軒
灯
の
昼
間
の
つ
け
ぱ

な
し
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
自
家
用
車
と
く
に
レ
ジ
ャ
ー
用
マ
イ

カ
ー
ド
ラ
イ
ブ
、
日
曜
日
の
ド
ラ
イ

ブ
を
自
粛
し
て
、
ガ
ソ
リ
ン
消
費
の

節
約
を
し
ま
し
ょ
う
。

Ｏ
灯
油
、
ガ
ス
は
無
駄
の
な
い
よ
う
に

使
い
ま
し
ょ
う
。

Ｏ
古
新
聞
、
古
雑
誌
、
古
紙
、
段
ボ
ー

ル
類
、
ア
キ
ビ
ン
、
空
か
ん
な
ど
の

再
生
可
能
品
は
、
回
収
業
者
に
回
収

し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

Ｏ
不
用
品
は
、
交
換
な
ど
を
し
て
再
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

通
商
産
業
者
が
行
な
っ
て
い
ま
す
工

業
統
計
飼
査
を
、
昭
和
四
十
八
年
十
二

月
三
十
一
日
現
在
で
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
の
製
造
業
を

も
れ
な
く
調
査
し
、
そ
の
実
態
を
適
格

に
把
槻
し
て
、
国
お
よ
び
地
方
公
共
団

体
の
行
政
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
活

用
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

こ
の
趣
旨
を
十
分
ご
理
解
く
だ
さ
い

ま
し
て
、
調
査
に
ご
協
力
を
お
願

い
い

た
し
ま
す
。

税

の

相

談

は

お

気

軽

に

土
地
を
売
っ
た
場
合
や
家
を
建
て
た

と
き
の
税
金
は
ど
う
な
る
か
、
贈
与
税

の
計
算
は
…
な
ど
、
税
金
に
つ
い
て
の

相
談
に
お
答
え
す
る
た
め
、
税
務
署
で

は
毎
月
五
日
、
十
五
日
、
二
十
五
日
を

「
税
の
相
談
日
」
と
し
て
、
皆
さ
ん
の

利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
住
所
や

名
前
を
明
か
さ
ず
相
談
で
き
ま
す
か
ら

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

税

務

の

依

頼

は

正

規

の
税

理

士

に

「
に
せ

税

理

士

」

に

ご

注
意

税
理
士

に
は
、
納
税
者
の
依
頼
に
応
じ

て
、
所
得
税
、
法
人
税
、
相
続
税
等
の

国
税
や
、
事
業
税
、
市
町
村
民
税
番
の

地
方
税
に
つ
い
て
、
税
務
代
理
、
税
務

書
類
の
作
成
、
税
務
相
談
を
行
い
ま
す

こ
の
税
理
士
業
務
を
行
う
こ
と
の
で

き
る
人
は
、
税
理
士
賦
験
に
合
格
し
て

税
理
士
の
登
録
を
受
け
、
税
理
士
会

に

入
会
し
て
い
る
税
理
士
と
、
一
定
の
手

続
き
を
し
た
弁
護
士
、
公
認
会
計
士

に

限
ら
れ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
時
期
に
は
、
に
せ
税
理
士

が
横
行
す
る
の
で
、
税
理
士
を
依
頼
す

る
と
き
は
十
分
ご
注
意
下
さ
い
。
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第
四
部
落
に
児
童
遊
園
地

整
地
作
業
に
部
落
総
出

町
の
民
生
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
毎
年
一
ヶ
所
児
童
遊
園
地
を
つ
く
っ
て
来

ま
し
た
が
、
昭
和
四
十
八
年
度
の
事
業
と
し
て
、
森
江
野
地
区
第
四
部
藩
の
小

牛
田
神
社
境
内
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

敷
地
に
つ
い
て
は
。
部
落
長
の
斎
藤
義
吉
さ
ん
、
民
生
委
員
の
古
田
正
雄
さ

ん
を
通
じ
て
、
宮
司
の
松
浦
権
治
郎
さ
ん
や
神
社
世
話
人
の
方
々
と
話
し
合
い

こ
の
方
々
の
ご
理
解
に
よ
り
ま
し
て
、
無
償
で
借
り
受
け
る
事
に
な
り
ま
し
た

喜
び
の
部
落
民
は
。
全
戸
が
一
日
づ
つ
約
二
百
平
方
米
の
敷
地
整
備
の
奉
仕

作
業
を
行
な
い
、
遊
具
の
取
り
付
け
を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

町
史
刊
行
に
つ
い
て

か
ね
て
予
約
申
込
み
頂
き
ま
し
た
国

見
町
史
（
資
料
編
１
）
と
う
に
で
き
る

筈
の
と
こ
ろ
、
い
ろ
い
ろ
の
都
合
に
よ

り
多
少
お
く
れ
、
来
月
上
旬
刊
行
配
本

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
も
う

し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

一
〇
〇
ペ
ー
ジ
の
口
絵
写
真
を
含
む

一
〇
〇
〇
ペ
ー
ジ
の
堂
々
た
る
豪
華
本

で
す
。
内
容
の
変
更
、
印
刷
諸
経
費
の

暴
騰
等
に
よ
り
頒
布
価
格
は
三
五
〇
〇

円
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
町
内
予
約

者
に
限
り
お
約
束
通
り
一
五
〇
〇
円
で

差
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

内
容
の
見
方
、
読
み
方
、
使

い
方
に

つ
い
て
後
日
顧
問
の
先
生
方
に
ご
指
導

頂
く
予
定
で
す
の
で
そ
の
節
は
皆
様
奮

っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

尚
、
配
本
、
集
金
は
す
べ
て
部
落
艮

さ
ん
に
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。（

国
見
町
町
史
編
纂
室
）

車

庫

規

制

法

公

営

住

宅

に

も

適

用

自
動
車
を
持
つ
人
に
、
車
の
保
管
場

所
（
車
庫
）
を
確
保
す
る
よ
う
に
義
務

づ
け
、
道
路
を
車
庫
が
わ
り
に
使
用
す

る
こ
と
を
禁
止
し
、
道
路
を
広
く
使
う

こ
と
を
目
的
と
し
た
車
庫
規
制
法
が
。

昨
年
十
二
月
一
日
か
ら
県
内
全
町
に
適

用
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
公
営
住
宅
道
に
も
適

用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
国
見
町
の
公
営

住
宅
に
人
居
さ
れ
て
い
る
方
で
、
自
動

車
を
お
持
ち
の
方
は
、
住
宅
敷
地
を
利

用
し
て
駐
車
場
所
と
す
る
よ
う
ご
配
慮

く
だ
さ
い
。

自

動

車

の

登

録

に

は

保

管

場

所

証

明

書

が

必

要

公

営

住

宅

入

居

者

は

役

場

建

設

課

へ

自
動
車
を
登
録
す
る
と
き
は
、
警
察

署
長
か
ら
受
け
た
、
自
動
車
保
管
場
所

証
明
書
が
必
要
で
す
。

公
営
住
宅
に
入
居
さ
れ
て
い
る
方
は

保
管
場
所
証
明
書
を
受
け
る
前
に
、
役

場
の
建
設
課
へ
申
し
出
く
だ
さ
い
。
補

助
資
料
と
し
て
の
証
明
書
も
交
付
し
ま

す
。

買

い

占

め

買

い

だ

め

は

や

め

ま

し

ょ

う

物

価
高

に

っ

な

が

り

ま
す

最
近
の
異
常
な
品
不
足
・
物
価
高
に

私
た
ち
の
生
活
は
脅
や
か
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
燃
料
・
日
用
品
・
食
料
品
の

不
足
は
日
常
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
品
不
足
・
物
価
高
は
、

石
油
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
的
な
面
が

大
き
い
わ
け
で
す
が
、
国
内
に
お
け
る

商
業
的
な
買
占
め
。
消
費
者
の
先
行
不

安
に
よ
る
買
だ
め
も
又
一
原
因
に
な
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

世
間
に
は
品
物
や
物
価
に
対
す
る
い

ろ
い
ろ
な
風
説
・
風
評
が
流
れ
て
い
ま

す
が
、
デ
マ
に
惑
わ
さ
れ
た
り
、
他
の

人
の
買
物
に
？
り
れ
て
、
賈
漁
る
よ
う

な
亊
な
く
、
品
物
は
必
要
に
応
じ
て
計

画
的
に
買

い
、
決
し
て
買
だ
め
は
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

家

庭

用

石

油

類

の

貯

蔵

量

は

限

度

が

あ

り

ま

す

石
油
事
情
の
悪
化
に
と
も
な
い
、
一

般
家
庭
で
も
灯
油
を
貯
蔵
す
る
と
こ
ろ

が
多
く
な
り
ま
し
た
。

ご
承
知
の
よ
う
に
石
油
類
は
、
火
が

つ
き
や
す
く
、
火
が
つ
け
ば
燃
え
方
が

早
く
、
さ
ら
に
消
し
に
く
い
と
い
う
特

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
火
災
予
防
上
そ

の
取
扱
い
に
は
十
分
な
注
意
が
必
要
で

す
。こ

の
た
め
火
災
予
防
条
例
で
は
、
個

人
の
住
居
で
肝
可
を
受
け
な
い
で
貯
蔵

で
き
る
石
油
類
の
量
を
、
次
の
と
お
り

決
め
て
い
ま
す
。

Ｉ
ガ
ソ
リ
ン
　
ー
Ｏ
Ｏ
リ
ッ
ト
ル
末
満

２
灯
油
　
　
五
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
末
満

３
重
油
　
二
〇
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
未
満
◎

貯
蔵
限
度
量
は
。
灯
油
換
算
で
五
〇

〇
リ
ッ
ト
ル
末
満
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
仮
り
に
灯
油
四
九
九
リ
ッ

ト
ル
を
貯
蔵
す
れ
ば
。
ガ
ソ
リ
ン
、

重
油
は
一
滴
も
貯
蔵
で
き
な
い
こ
と
　

に
な
り
ま
す
。

保

健

婦

の

受

持

地

区

が

か

わ

り

ま

し

た

今
月
よ
り
保
健
婦
の
受
持
地
区
が
。

次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

健
康
や
衛
生
な
ど
に
つ
い
て
、
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

駅
前
、
錦
町
、
滝
山
、
源
宗
山
、
山
崎

全
地
区
、
小
坂
地
区

受
持
保
健
　婦
名

渡
辺
ヨ
シ
エ

大
町
南
・
北
、
本
町
、
森
江
野
地
区
、

大
枝
地
区

受
持
保
健
婦
名
　
光
野
ヨ
シ

宮
町
南
・
北
、
町
東
、
宮
東
、
鶉
町
、

石
毋
田
全
地
区
。
大
木
戸
地
区

受
持
保
健
婦
名
　
佐
藤
ト
ヨ
子



お

知

ら

せ

の

ペ

ー

ジ

昭

和
四

十

九

年

度

小

学
校
入

学
予

定
者

今
年
四
月
一
日
小
学
校
に
入
学
予
定

の
児
童
を
お
知
ら
せ
」
ま
す
。
な
お
該

当
者
で
記
載
漏
れ
の
場
合
は
教
育
委
員

会
に
ご
連
絡
下
さ
い
。
｛
昭
和
4
2年
４

月
２
日
～
4
3年
４
月
１
日
生
の
児
童

｝

小

坂
小
学
校
（
二
十
名
）

横
山
勉
　
奥
村
則
男
　
安
籘
俊
之

佐
籘
尚
喜
　
紺
野
秀
人
　
安
積
直
樹

高
野
武
志
　
遠
藤
雅
憲
　
後
籘
隆
史

高
野
輝
男
　
高
原
健
樹
　
新
村
昌
樹

佐
籘
啓
　

佐
籘
弘
美
　
菅
井
久
美
子

本
田
ゆ
き
え
鴨
田
美
由
紀
　
赤
坂
勝
江

本
田
由
紀
子
　
渡
辺
晴
美

籘
田
小
学
校
（
九
十
二
名
）

芳
賀
洋
司
　
松
浦
和
則
　
阿
部
信
二

山
田
徹
　
石
川
渡
　
長
谷
川
弘
幸

斎
籘
義
博
　
近
野
隆
志
　
佐
籘
公
彦

後
藤
勝
美
　
佐
籘
秀
樹
　
佐
籘
一
徳

佐
久
間
裕
明
　
斎
籘
一
弥
　
内
村
等

鈴
木
淳
　
市
川
真
也
　
安
達
誠

佐
籘
誠
一
　
菅
野
雄
一
　
佐
籘
勝
裕

田
口
知
之
　
佐
籘
勝
吉
　
宍
戸
浩
寿

阿
部
誠
　
松
浦
雅
孝
　
松
浦
弘
幸

菊
地
豊
　
国
分
政
勝
　
吉
田
知
弘

高
橋
功
　
高
橋
康
典
　
鈴
木
信
幸

田
村
清
春
　
鈴
木
隆
　
稲
村
貴
史

石
川
正
典
　
朽
木
智
幸
　
鈴
木
栄
一

菅
野
善
博
　
山
口
博
之
　
神
田
徹
也

石
井
誠
　
佐
籘
武
好
　
村
上
真
一

大
久
賢
二
　
田
中
博
之
　
久
田
秀
一

志
賀
幸
子
　
鈴
木
真
由
美
赤
井
畑
利
息

山
崎
純
子
　
渡
辺
真
理
子
　
鈴
木
静

富
永
有
為
子
　
国
井
朋
子
佐
籘
美
名
子

後
藤
浩
子
　
佐
籘
千
瑞
子
　
小
西
晴
美

牧
野
純
子
　
菊
地
羊
子
　
細
川
紀
子

険
籘
さ
と
み
　
角
田
真
由
美
佐
籘
秀
子

大
槻
美
由
紀
　
菊
地
恵
美
子
　佐
籘
寿
子

吉
田
深
雪
　
高
橋
由
美
子
　
紺
野
春
美

中
山
美
和
子
　
斎
籘
由
起
子
菊
地
宏
子

宗
川
由
美
子
　
阿
部
広
美
阿
部
美
奈
子

佐
久
間
良
子
　
篠
田
い
づ
み
近
藤
香
苗

高
橋
良
枝
　
市
山
香
代
子
　
中
村
裕
子

舟
山
直
美
　
高
橋
明
見
　
吉
田
真
由
美

後
籘
さ
つ
き
　
中
沢
明
子
大
関
嘉
奈
子

原
田
郁
子
　
玉
木
博
子

森
江
野
小
学
校
（
四
十
一
名
）

佐
久
間
孝
男
　
佐
久
間
泉
　
佐
籘
雄
治

佐
久
間
智
浩
　
吉
田
長
一
　
佐
籘
和
之

佐
籘
一
紀
　
斎
籘
喜
平
　
小
野
光
也

八
番
和
幸
　
佐
野
勝
夫
　
佐
野
亮
二

後
籘
和
信
　
蓬
田
祐
市
　
蓬
田
振
一
郎

蓬
田
民
夫
　
村
上
茂
芳
　
菊
地
和
平

菊
地
文
広
　
高
橋
弘
明
　
佐
野
豊
和

渡
辺
幸
則
　
佐
籘
敏
行
　
菊
地
智
幸

大
津
洋
子
　
佐
籘
朋
子
　
奥
村
久
恵

吉
田
ま
ゆ
み
　
斎
籘
豊
美
寺
島
多
美
子

佐
藤
敦
子
　
八
巻
貴
子
　
後
藤
裕
美
子

実
沢
比
登
美
　
大
波
修
子
　
大
波
淳
子

実
沢
弘
美
　
佐
野
満
美
子
　
荒
裕
美

佐
久
間
ひ
と
み
　
谷
津
浩
子

大
木
戸
小
学
校
（
十

八
名
）

阿
部
里
久
　
山
口
幸
司
　
斎
藤
長
一

佐
藤
進
　
古
山
智
靖
　
星
野
正
己

阿
部
守
‘
松
浦
雄
一
　
笠
松
信
広

大
河
原
忠
　
小
山
田
祐
一
　
松
田
祥
子

高
橋
富
士
子
　
松
浦
美
加
　
村
上
弘
恵

八
鳥
恵
理
子
　
菊
池
麻
美
　
渡
辺
広
美

大
枝
小
学
校
（
西
大
枝
分
六
名
）

松
浦
政
浩
　
太
田
孝
　
佐
藤
洋
子

小
野
晴
美
　
佐
藤
智
子
　
佐
藤
富
美
子

「

国

民

年

金

」

今
月
よ

り
年
金
保
険
料
が

か
わ
り
ま
す

今
回
、
国
民
年
金
法
の
改
正
に
よ
り

年
金
給
付
額
が
二
・
五
倍
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

保
険
料
に
つ
い
て
も
、
将
来
に
わ
た

る
国
民
年
金
財
政
の
健
全
な
運
営
を
す

る
た
め
、
今
月
よ
り
次
の
よ
う
に
改
定

さ
れ
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
ご
理
解
の
程

お
願
い
し
ま
す
。

一
ヶ
月
分
に
つ
い
て

定
額
年
金
　
五
五
〇
円
↓
　

九
〇
〇
円

五
年
年
金
　
七
五
〇
円
↓

九
〇
〇
円

附
加
年
金
　
九
〇
〇
円
↓
一
三
〇
〇
円

交
通
亊
故
に
よ

る
届
出
と

老
人
の
正
し
い
医
療
受
診
の

説
明
会
開
催

最
近
は
交
通
事
故
が
非
常
に
多
く
、

事
故
に
あ
っ
た
場
合
の
い
ろ

い
ろ
な
届

出
が
わ
か
ら
ず
、
大
変
お
困
り
に
な
っ

て
い
る
方
が
お
り
ま
す
。

ま
た
、
老
人
が
同
じ
病
気
で
三
ヶ
所

以
上
の
病
院
や
医
院
に
か
か
る
方
が
増

え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
交
通
事
故
に
よ
る
届
出

や
、
老
人
の
正
し
い
医
療
受
診
に
つ
い

て
の
説
明
会
を
、
本
月
十
六
日
よ
り
二

月
十
五
日
ま
で
各
部
落
ご
と
に
行
な
い

ま
す
。
担
当
者
は
町
保
健
婦
で
す
。

お
気
軽

に
お
出
く
だ
さ
い
。

な
お
各
部
落
の
説
明
会
開
催
日
時
・

場
所
な
ど
は
、
保
健
係
が
「
か
い
ら
ん

」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

正

し

い

確
定

申

告

の
説
明
会
開
催
　

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は
、
二

月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
申
告
書
は
納
税
者
が
自
分
で
記

入
し
納
税
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
申
告
書
を
正
し
く
記
入

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
福
鳥
税
務
署

で
は
、
営
業
所
得
者
を
主
体
に
説
明
会

を
開
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
ぜ
ひ

出
席
く
だ
さ
い
。

１
開
催
日
　
昭
和
4
9
年
２
月
８
日

２
時
　
間
　
午
後
１
時
～
４
時
ま
で

３
場
　
所
　
町
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

４
内
　
容

○
確
定
申
告
書
の
書
き
方
と
納
税
の
手

続
き

ｏ

源
泉
徴
収
に
つ
い
て

ｏ

青
色
申
告
の
や
り
方

ｏ

土
地
な
ど
の
譲
渡
所
得
と
税
金

※
申
告
書
類
は
、
一
月
下
旬
ご
ろ
ま
で
　

に
配
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
説
明
会
に
　

お
い
で
に
な
る
際
は
申
告
書
類
を
持
　

参
し
て
く
だ
さ
い
。

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

出

生
　

敬
称
略

す

こ
ど
も
の
名
　
父
の
氏
名
　
部
　
落

勉
　
佐
野
　
守
　
徳
　
江

賢
　

一
　

佐
藤
　

孝
一
　

小
　

坂

陽
　
子
　
浅
野
　
博
　
山
　
崎

麻
　
香
　
徳
江
　
光
義
　
徳
　
江

由
希
子
　
村
上
　
　
一
　
徳
　
江

し
の
ぶ
　
菊
地
　
武
雄
　
石
母
田

愛
　

子
　

石

ヶ
森
文

也
　

石
毋
田

恵
　
　

小

林
　

孝

治
　

石
母
田

真
　

悟
　

佐
藤
　

真

夫
　

泉
　

田

笑
　

子
　

古

川
　

勝

夫
　

藤
　

田

博
　

美
　

佐

籘
　

利

光
　

貝
　

田

史
　

典
　

松

浦
　

弘

男
　

貝
　

田

和
　

也
　

武

田
　

富

夫
　

藤
　

田

さ
お

り
　

保
科
　

敏
範
　

藤
　

田

お

く

や

み

申

し

上

げ

ま

す

死
亡
　
敬
称
略
す

氏
　
　

名
　

年
令
　

部

落

高
橋
　
タ
ツ
　
8
3
　

山

崎

菊
地
　
徳
次
　
7
1
　
石
毋
田

加
藤
　
タ
ケ
　
7
2
　
森
山

二
宮
惣
太
郎
　
6
9
　
藤
　
田

奈
良
　

学
　
3
6
　

石
毋
田

小
西
マ
サ
ノ
　
　
7
2
　
藤
　
田

佐
久
間
ユ
キ
　
8
7
　
　

森
　
山

斎
藤
　
宿
家
　
6
4
　
西
大
枝

斎
藤
　
善
蔵
　
5
7
　
光
明
寺

八
巻
　
勇
　
6
6
　
徳
　
江
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